
●同梱部品について

部品名 部品番号 個数

１ ヘルメットホルダー － 1

２ ヘルメットホルダーステー Ｅ５０７１５ーＫ０ＡーＴ１ 1

３ 皿ビスＭ６×３０ ＨＢＯＬＴ０６０３０ＳＳ－Ｔ １

４ Ｍ６フランジナット ＦＮＵＴ０６０００ＦＳ－Ｔ １
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下記記載事項を無視して誤った取扱いをすると人が死亡、 または重傷を負う可能性が想定されます。

 1　製品包装のビニール袋は子供や幼児が被ったり、 吸い込んだりしないように十分ご注意頂き、

     廃棄処分して下さい。 窒息の危険があります。

 2　エンジンを始動する際は換気が良く、 安全な場所で行って下さい。

　   排気ガスにより、 一酸化中毒になる恐れがあります。

 3　エンジン始動中や停止後しばらくは、 マフラー及びエンジンが非常に高温になっています。

      絶対に近くにガソリンなどの危険物や、 燃えやすい布等を置かないで下さい。

      また絶対に人や動物が触れない場所に停め、 触らないようにして下さい。

 4　各取付ボルト及びナットは、 規定トルクを厳守して下さい。

  　 ボルト及びナットの破損や緩みの原因になり、 部品の破損や脱落等により怪我や死亡事故に

　　 つながる恐れがあります。

 5　本製品は国家検定整備士資格所有者が在籍している二輪販売店、 又は二輪部品販売店にて

     取り付けを行って下さい。

 6　指定する適応車両以外に取り付けを行わないでください。 本製品の機能が損なわれ、 故障

　   の原因になります。

 7　本製品を分解、 加工、 改造を行わないで下さい。 製品の機能が損なわれ、 故障の原因に

　   なります。

 8　作業を水平で安全が確保できる場所にて、 車両を安定させてから行って下さい。

 9　作業をする時は怪我防止の為、 作業手袋を着用し怪我をしないように行って下さい。

10  一般公道走行の際には、 必ず法定速度を守り遵法走行を心掛けて下さい。

     制限速度を超えた速度で走行した場合、 運転者が道路交通法で罰せられますのでご注意下さい。

         　取扱い説明書      HELMET HOLDER  KIT
　適応車種　　ＣＢ２５０Ｒ

2018.07.27

※デザイン及び仕様変更 ・ 価格等は予告なしに変更する場合がございます。

この度はヘルメットホルダーキットをお買い上げ頂き、 ありがとうございます。
ご使用前に、 取り扱い説明書を熟読し、 正しく取り扱い頂き、 末永くご愛用いただけますように

お願い申し上げます。 また、 取扱い説明書は大切に保管して下さい。

安全上の注意事項
作業に始める前に必ず取扱説明書を熟読頂き、 記載事項を厳守して作業を行って下さい。

注意 ： 取付、調整が終わりましたら、ボルト等の締め忘れが無いか再度ご確認ください。

●保障について
※保障期間は購入日より 1 ヶ月間です。 但し、 期間内であっても取付け後の走行距離が 1000Km までとさせて頂
きます。 本製品以外の部品については保障致しかねます。 保障期間内でも本製品の故障に付随して発生した損害
( 工賃、 移動費等 ) については保障致しかねます。 ご購入頂きました販売店にて下記記入欄に必要事項を記入し、
必ず捺印して下さい。 記入漏れや販売店印が無い場合は保証の対象外となりますので、 記入が無い場合には直ち
にご購入された販売店にお申し出て下さい。 また本取扱い説明書の記載事項に従ってご使用になられた場合のみ
保証の対象となります。
但し以下の場合には、 保障期間内であっても保障の対象外になりますのでご注意下さい。
・ 一般公道以外で本製品の使用。
・ 誤った組み方や使い方が原因による故障。
・ 火災、 地震などの自然災害、 気象変化、 犯罪、 交通事故などに巻き込まれたことによる故障及び破損。

ご購入日

　　年　　　　月　　　　日

ご購入時走行距離

　　　　　　　　　　　Ｋｍ

販売店印

警告

【取り付け方法について】
●ヘルメットホルダーを付属ステーに取り付けします。 （写真①）

　付属のボルト、 ナットを使い、 位置決めの穴にしっかりホルダーがはまっているのを確認してから

　締付けて下さい。

●ピリオンステップホルダーＬを取外し、 ヘルメットホルダーステーをフレームとの間に挟んでから

　車両に取り付けます。 （写真②）　《このとき、 純正ボルトを使って締付ます。・ 締付トルク ： ２７ Ｎ ・ ｍ》

●各部の締付確認をして、 取り付けて完成です。

●写真③のように弊社製リアキャリアに装着することが可能です。 (※ 左右どちらにも取付可能）

！ 注意 ヘルメット以外のものはぶら下げないで下さい。
ヘルメットホルダーにヘルメットを付けたままでの走行は絶対にしないで下さい。

写真①

写真③

写真②

純正ボルト


